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私たちの“思い”
「この街に住む方々が幸せに暮らしていただくために」

この街で生まれ、育ち、暮らし、年を重ね、人生を全うする、

あらゆる場面でその方の命や生活、すなわち“Life”を支え、幸せに過ごしていただく。

その一助となるべく、私たち石鎚会グループは力を尽くしてまいります。

こうした“思い”のもと、看護部では「心豊かな、温かい看護の実践」を目指しています。

YOUR Life Station
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現在、建て替えプロジェクトが進行中
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私たちの法人には、看護師や医師をはじめとして 20 を超える職種のスタッフが活躍
しており、各々の専門性を活かしつつ、かつ互いに協力し合ってひとつの「チーム」を
形成し、地域に根差したより良い医療・介護サービスの提供に努めています。

その中でも看護師という職種は、患者さん・利用者さんのそばで日々の療養や生活を
支えるプロフェッショナルですので、お仕事をしていただく上では知識や技術は
もちろん重要であるといえます。しかしながら私たちの法人においては、そこから
さらに一歩踏み込んで「お一人おひとりの患者さん・利用者さんのために何ができ
るのか」ということを常に考え、相手を思いやることのできる姿勢が、何よりも
大切であると考えています。

この街に住む方々の幸せを願い、私たちとともに歩んでいっていただける方を
心からお持ちしております。

医療法人社団石鎚会　理事長　石丸 庸介

2027年度 グランドオープン予定 !!
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京都田辺中央病院について

京都田辺中央病院はグループ内の基幹病院として、救急や ICU など急性期医療を中心に担っています。

京田辺市内唯一の救急病院として広範な地域から多数の患者さんを受け入れ、京都府南部の中核病院としての

役割を果たしています。

ER型地域救急センター
24 時間 365 日患者さんを受け入れています。

患者さんの状態を把握し迅速な対応ができるよう、医師・看護師・

救急救命士・コメディカルスタッフで協力し合う体制を整えています。

小児科救急もあり、夜間・休日も常駐して救急処置にあたっています。

手術室
手術室では日々、多岐にわたる診療科の手術を行っています。

当院の手術は４室あり、患者さんに安心感を持っていただけるよう、

部屋ごとに青・黄緑・ピンク・オレンジ色の配色にしています。

また 2021 年からは手術支援ロボット「ダビンチ」を導入し、医療

技術の更なるレベルアップにも取り組んでいます。

ICU（集中治療室）
緊急手術が必要な患者さんや、生命の危機に直面した患者さんに

対するケアを行っています。

当院の ICU では多職種連携による集中治療を推進しており、各分野の

専門スタッフが毎朝集まりカンファレンスを行っています。

チーム一丸となり高度な医療・看護の提供を目指しています。

血管造影室
脳・末梢血管専用バイプレーンアンギオグラフィと心臓血管

専用シングルプレーンアンギオグラフィの２台の装置を有し、

24 時間緊急対応ができる体制をとっております。

脳卒中・心臓血管病センターとして多職種で診療にあたり、

院外の医療機関との連携にも力を入れています。
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石鎚会グループでは、急性期から回復期、療養や介護施設にいたるまで幅広い医療を展開しています。

グループ内に様々な施設があることによって、看護について一通り学ぶことができる環境です。

120床の回復期リハビリテーション病院です。

急性期での治療を終えられた患者さんに、家庭や社会への

復帰を目的としたリハビリテーションを集中的に行って

います。「寝たきり防止・ADL向上・在宅復帰」を目標に、

多職種協働のチーム医療を実施しています。

小児科・内科・脳神経内科の診療部門と、障がい者病棟を

備えた病院です。緑豊かな療養環境の中で患者さんの

ケアを行っています。入院が長期にわたる方も多いため、

患者さんとの信頼関係を築きながら穏やかに療養できる

環境づくりに努めています。

【リハビリテーション科 / 人工透析内科 / 内科】 【小児科 / 内科 / 脳神経内科】

京都田辺記念病院 同志社山手病院

その他にも、田辺中央クリニック・

三山木中央クリニック・訪問看護ステーションやすらぎ・

介護老人保健施設やすらぎ苑　など

複数の医療・介護施設を運営しています！

様々な施設を展開し地域の方々の生活や健康を支えています！

京都田辺中央病院 健康管理センター
病院の向かいにある独立型健診施設です。半日人間ドックや定期健康診断を行っています。

京都田辺記念病院 透析医療センター
外来通院の方や、回復期リハビリテーション病棟に入院されている

血液透析患者さんを対象に治療を行っています。
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看護部について

チーム医療を大事にしています！
当院では専門スタッフがお互いの知識や技術を共有し、患者さんに

より適した医療や看護を提供できるようチーム医療を実践しています。

病棟薬剤師さんが配合薬のフォローをしてくれたり、臨床工学技士さんが

24 時間体制で医療機器を管理してくれているため機械についてすぐに

相談ができたりするなど、職種の垣根を越えてスタッフ同士がサポート

し合える環境です！

多職種が集うスタッフステーション

一般的にはナースステーションと呼ばれることの多い詰所

ですが、当院では【スタッフステーション】と呼ばれています。

スタッフステーションでは看護師だけでなく多職種が集まり、

日々カンファレンスなどを行っています。多職種と顔を合わせる

機会が多くなり、情報共有や相談がスムーズに行えます♪

ILS委員は、院内における救急対応力と安全な医療提供の質向上を目的に、

一次・二次救命処置（ILS）に関する教育や訓練などを通じて、看護師が

臨床現場で即実践できる判断力・技術力の強化を支援しています。

部署を超えた連携を深め、チーム医療の中核を担う人材育成を目指します。

Poin
t!

pic
k

up!
!

緩和ケアとは、がん患者さんが治療を受けられる過程において、

心と体の苦痛を和らげるために行うケアです。当院では毎週カ

ンファレンスを行い、チーム医療によって患者さんが “その人

らしい生活”を送れるよう支援しています。

緩和ケアチーム
PCT

I L S 委員
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看護部の教育・フォロー体制

当院は「新人さんを皆で見守り支える」ことを大事にしています。

新人看護師とプリセプターがなるべく日々の業務でペアになる

ように配置し、プリセプターが不在のときも同じチーム内の先輩と

新人さんをペアにするなどの工夫もしています。

また定期的にチーム会やプリセプター会を開き、情報の共有も

行っています。病棟全体で新人さんを支え、いつでも相談できる

安心感のある環境づくりに努めています！

部署ごとに 4人で１つのチームを組み、複数の視点で
新人看護師を支える仕組みを作っています。

定期的なキャリア開発面接

具体的な取り組み

皆で新人さんを支えます！

Poin
t!

一部を
ご紹介！

教育担当 新人看護師 プリセプター チームリーダー

各部署へ配置になったあと、数か月単位でステップアップへ

向けた面接を実施しています。面接ごとに目的があり、

課題や疑問、今後の看護について話し合います。「振り返り

シート」を用いて事前にプリセプターと一緒に振り返りを

行い、面接時にも主任や看護師長からアドバイスをして

もらうことで、自身の成長へと繋げていきます。

プリセプター&プリセプティ名札

プリセプティが「ひよこの名札」を付けることで、スタッフ

全員がすぐに新人さんだと判断できるような体制を整えて

います。またプリセプターにも「にわとりの名札」を付けて

もらい、一目でペアだと分かるようにしています。

部署や職種が違ったとしても、どんな場面でも新人さんを

サポートできるように病院全体で見守っています！
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成長を支える研修や制度

1 年目の教育プログラム

START
!!

入職後はじめてのスタッフ同士の共同作業として

「病院の機能や役割」について考えるグループ

ワークを行います。皆で話し合いながら親睦を

深め、それぞれが考えた内容を発表します！

実技研修の様子です。先輩看護師の指導のもと、膀

胱留置カテーテル挿入の研修を行っています。患者

さんに苦痛を与えず、感染予防に十分配慮しながら

安全に挿入できるよう、真剣に受講しています。

新入職者研修 部署内での実技研修

4月

5月

6月

7月

8月

9月

新入職者研修

フィジカルアセスメント ～呼吸・循環～

リフレッシュ研修

急変時の対応 ～挿管準備～

フィジカルアセスメント ～脳神経～

フィジカルアセスメント ～消化器系～

重複業務

看護過程
6か月振り返り

輸血療法
3か月振り返り
夜勤前研修

ドキドキの初研修…！
多職種の新人でチームを組み
グループワークを行います♪

夜勤業務に向けて
研修を実施します！

半年が経過しました♪
これまで取り組んできた
内容について、振り返りを

行います！

定期的にこれまでの振り返りを挟みながら

着実にステップアップができるような

プログラムを組んでいます★

10月

11月

12月

1月

2月

3月

フィジカルアセスメント
総まとめ
～事前シミュレーション～

リフレクション研修
～1年間の振り返りと 2年目に向けて～

BLS（一時救命処置）研修

9か月振り返り
リフレッシュ研修

酸素療法

退院支援・退院調整
看取りの看護

退院支援や見取りについても
しっかりと学び、患者さんや
ご家族に寄り添う看護を
考えていきます。

救急看護の認定看護師が
講義を実施します！

1年間のまとめとして
自分の行った看護を

振り返り、今後に活かして
いきます！

Pick u
p!!
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キャリアアップ・スキルアップ　　を応援します

専門・認定看護師の資格取得支援

他部署・他施設への留学制度

興味のある分野を見つけた際は、

ぜひチャレンジしてみてください♪

UP!!

当院の医療の質が向上し、患者さんへより良い看護を提供できる

ことを目指して「専門看護師」「認定看護師」などのスタッフの

資格取得を、以下のような制度で積極的に支援しています。

資格取得までの数年間、しっかりとサポートします。資格取得後、

当院で専門性の高い看護を実践している先輩もたくさんいます！

院内だけでなく、京都田辺記念病院や同志社山手病院といった
グループ施設に足を運んでの実習も行っています！

■ 研修受講料を病院が一部負担

■ 業務時間内での研修受講が可能　など

特定行為研修の実施

看護師は「特定行為研修」を受講し、専門的な知識・技術を習得

することで医師の手順書をもとに医療行為を行えるようになります。

当院は、特定行為の研修を実施できる認可を受けているため、

院内で研修を受講することができます。

各部署で体験できる内容（一例）

当院では、配属先の部署以外の看護も経験

できるよう「他部署への留学制度」を行っています。

他部署で実習を経験することで、より視野を広げたり

多くの看護技術を学んだりすることができます。

フットケア外来 /化学療法室 /
健康管理センター /訪問診療の業務

小児看護

東館２・５階病棟

集中治療 /クリティカルケア

ICU

ガウンテクニック /手洗い体験

手術室

急性期における退院支援

西館６階病棟

糖尿病教育入院の指導

西館７階病棟

外来
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自分らしいスタイルで成長しよう！

成長の過程は一人ひとり違って良いと思います。あなたにはあなたらしい成長のスタイルがあり、当院は新人さんが

自分のペースでいきいきと働けるように応援しています。先輩ナースの入職時～現在の様子をご覧ください♪

学生時代の実習で学んできたこと

以上に考えなければいけないこと

が多く、毎日が不安で必死でした。

これまで実践したことのない手技

も、今後自分が行うのかと思うと

すごく緊張していました。

新しいことに挑戦することへの不安が

強かった私に対し、プリセプターを中

心とした先輩方が、積極的に実践でき

るよう関わってくださったり、相談し

やすい環境を作ってくださったりした

ことで、少しずつ仕事に慣れることが

できました。

急性期から回復期まで幅広い医療を

展開しており、様々な年代の患者さ

んを通して多くの経験ができると感

じました。またプリセプター制度を

導入しており、個々の成長スピード

に合わせた指導を行っていることに

魅力を感じ、入職を決めました。

ICUという特殊な環境に緊張す

る毎日でしたが、そんな中でも

わからないことや不安なことが

あれば、すぐに聞ける環境にあ

ったので、プリセプターや先輩

方に相談しながら日々の看護を

行っていました。

看護師を目指した一番の理由は「母を助けたい」と

思ったからです。祖母が脳梗塞になり、母が仕事を

しながら介護をしている姿を見て、母のチカラになる

ことができればと思い看護師の道を選びました。

進路について考えていた時期にコロナ禍を経験しました。

何もできない自分を実感する一方、

誰かの役に立てる存在になりたいと感じ、

人を支える仕事である看護師を目指すようになりました。

進路について考えていた時期にコロナ禍を経験しました。

何もできない自分を実感する一方、

誰かの役に立てる存在になりたいと感じ、

人を支える仕事である看護師を目指すようになりました。

母が看護師をしており、小学校の長期休みに

母の職場にボランティアにいって、

高齢者の方々と関わる機会が多くありました。

頼りにされている母の姿を間近でみていたこともあり、

自然と看護師になる道を選んでいました。

母が看護師をしており、小学校の長期休みに

母の職場にボランティアにいって、

高齢者の方々と関わる機会が多くありました。

頼りにされている母の姿を間近でみていたこともあり、

自然と看護師になる道を選んでいました。

2 A

3

1
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日々の業務が忙しいと、自分の成長や課題を顧みずに時

間は過ぎていきますが、振り返り面談を通して、成長で

きた点や今後の課題点を明確にすることができました。

今の自分ができている看護をもとに、さらに看護師とし

てレベルアップするための指標を一緒に考えていただ

き、今後どのような看護師になりたいかを考えながら、

自分なりに仕事をすることができています。

１年目に急変時の場面に立った時は、なにもすること

ができずにただ先輩方の動きをみているだけしかでき

なかったことを覚えています。

ICLS の研修を通して、胸骨圧迫の方法やメンバーそれ

ぞれの役割、動きを学び、実際の場面で対応できたと

きは少し成長を感じました。

現在は３年目になり、プリセプターとして

新人看護師のサポートを行っています。

日々悩むことも多いですが、師長さんや先輩方に

相談しながら頑張っています。

現在は成人・小児科の混合病棟で勤務しています。

主に成人患者さんを対象に看ていますが、今後は

小児看護にも挑戦する予定です。

様々な患者さんに対して安心できる看護を提供で

きる看護師でいられるよう頑張りたいと思い、新

しいことにも挑戦している最中です！

一歩一歩、進んで
いきましょう★
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先輩看護師のご紹介

皆さんは将来どのような看護師になりたいですか？ 当院には様々なカタチで活躍をしている先輩看護師がたくさんいます。

その中からピックアップして3名の先輩看護師をご紹介します！

西館 6 階病棟では、脳神経外科・循環器内科を中心としその他、泌尿器科や婦人科、透析内科・

整形外科など幅広い疾患を学ぶことができます。

年齢層も様々で高齢者～手術目的であれば小児も見ることができます。プリセプター制度もあり、

安心して仕事を行なえます。

01 西館 6階病棟（　　　）看護師循環器内科
脳神経外科

ICU では日々多職種でカンファレンスを行い、困ったときには自然と声をかけ合い、

チームで患者さんを支える文化が根付いています。

私は ICU 配属となり、高度な知識や技術が必要な状況で、分からないことや不安

を感じる場面も沢山ありました。先輩方の丁寧な指導や声かけに支えられ、少しず

つ自信を持って看護に向き合えるようになりました。今ではリーダー業務もさせて

頂き、患者さんの安全を守るだけでなく、スタッフ同士も安心して働けることを目

標に頑張っています。大変な場面もありますが、その分やりがいは大きく、看護師

としての土台をしっかり築ける環境だと感じています。一緒に学び、成長していけ

る仲間と働けることを楽しみにしています。

02 ICU　　　　看護師（集中治療室）

私は新卒の頃から糖尿病をはじめとする慢性疾患をもつ患者さんに関わる

部署で勤務しています。様々な患者さんと出会う中で、より良い看護を提供

できるようになりたいと考え、専門看護師の資格を取得しました。また当院

で開講している特定行為研修を修了し、インスリンの投与量の調整なども

行っています。これらの知識や技術を活かして、患者さんだけでなく一緒に

働くスタッフの役に立つことができていれば嬉しく思います。

今後は「地域の病院」である当院内での活動とともに、地域へと活動の範囲

を広げ、地域の医療の質向上に役立ちたいと考えています。

03 慢性疾患看護専門看護師

ICUの看護を
極め

より高度な看
護を

実践したいで
す！

プリセプターとして新人さんを支えるため頑張っています！

地域の医療に貢献できるような専門看護師の活動を行っていきたいです。
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部署について

西館６階病棟 西館７階病棟

外来 手術室 ICU（集中治療室）

東館２・５階病棟 東館６階病棟

循環器内科・脳神経外科を中心と
した混

合病棟です。急性期病棟のため一
人ひと

りの入院期間は短いですが、多く
の患者

さんに出会うことができ、総合的
にアセ

スメントを行うスキルを習得でき
ます！

外来では様々な診療科の看護を行
ってお

り心臓カテーテル検査や内視鏡検
査など

も実施しています。専門看護師や
認定看

護師が在籍しているため質の高い
療養支

援も提供できて、幅広い看護が学
べます。

手術室では、配属１年目から先輩のサポー
トのもと直接介助を実施します。まずは器
械の名前や用途を覚え、受け渡しの練習を
行います。自身の成長を実感できる環境で、
安全安楽な周術期看護を身につけられます！

小児科・一般成人の混合病棟です。
産後ケアや医療的ケア児のレスパイトの
受け入れも行っており、幅広い年齢層の
看護を行っています。様々な経験ができ
るやり甲斐のある部署です。

東館６階病棟は地域包括ケア病棟
です。

主に自宅、特別養護老人ホーム、
老人保

健施設、有料老人ホームなどに退
院をさ

れる方を受け入れ、多職種連携
を図り、

早期に在宅復帰が可能となるよう
支援し

退院を目指します。

ICUでは様々な機器を取り扱い高
度な処置

を行うため、幅広い知識を習得で
きます。

また医師や臨床工学技士が 24 時
間体制で

常駐しており、すぐに相談ができ
る環境で

す。多職種連携はバッチリです♪

腎臓内科・整形外科を中心とした混合病
棟です。私たちの病棟は透析治療にもチ
カラを入れているため、透析患者さんや
糖尿病患者さんに対する専門的な看護に
ついても学ぶことができます！

各部署の看護
師が思う

「部署の魅力
」や

「学べること
」を

ご紹介します
♪

病院の建て替え工事を
進めており、今後も部署や

病床数が増えていく予定です。
進化する当院をお楽しみに♪
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福利厚生・部活動

当院では職員同士の親睦を深める場として、部活動を

行っています。有志が集まり、バレーボール・フットサル・

野球・駅伝などの部活動を楽しんでいます♪

申請のあったチームに対して予算を配分するなど、

各活動の支援も積極的に実施しています！

職員旅行・運動会・ビアガーデンなど、職員が楽しめる

様々な行事を開催しています！

普段はあまり関わりない部署や職種の方々と交流できる

ため、院内での交友関係も広がりますよ♪

職員食堂

当院への通勤に 2 時間以上要する方は、看護師寮を２年間ご利用いた

だけます。物件は近隣の不動産会社より複数紹介してもらい、その中

から選択することができます。

どの物件も駅やスーパーマーケットなどが近くにあり、生活しやすい

環境です。

看護師寮

職員食堂は西館最上階にあり、京田辺市を一望できます。

内装もカフェのようにおしゃれで、ウッドデッキに出ることも

可能なため天気の良い日にはリフレッシュできること間違い

なしです！　野菜たっぷりの小鉢が付いた美味しいランチ

など、メニューもたくさんあります♪
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看護部長よりメッセージ

　当院は地域密着型の急性期病院として、患者さんや地域住民の皆様に信頼さ

れる医療提供を目指しています。看護部では、質の高い看護ケアを提供するため、

〈患者中心の看護〉と〈チーム医療の実践〉を大切にしています。

　スタッフ一人ひとりが専門職としての責任を自覚し、温かみのある看護を心

掛けるとともに、自己研鑽を重ね成長し続ける姿勢を支援しています。また、

急性期医療の場では迅速かつ的確な対応が求められるため、継続した教育や訓

練に力を入れています。

　私たちは、地域の皆様に安心して選ばれる病院であり続けるため、看護の力

で貢献してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

当院の看護部長は２人体制！

「教育」「人事」それぞれの看護部長より、看護師を目指す皆さんへメッセージをお届けします。

　人事担当　木元 紀美子

　当院では、新人教育を部署のスタッフ全員で支えることを大切にしています。

日々の振り返りや声かけを通して、小さな不安も共有しながら、ともに成長してい

く教育体制です。

　一人ひとりの習得ペースに合わせ、多くの先輩看護師が日々の実践の中で丁寧に

サポートします。部署内だけでなく、多職種とも関わりながら学べる体制を整えて

おり、安心して経験を積み重ねていくことができます。

　あたたかい関係性の中で支え合い、成長を喜び合える――そんな職場で、あなた

の看護師としての第一歩を応援します。

　　教育担当　荻野 加寿江
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